
接触抵抗 測定器 MCR2
新登場

本装置では微細な抵抗値も直流測定方式で再現性の良い測定を可能と
しております

Windws11　　
PCはオプションです

抵抗値の経時変化を
グラフ化します

USBメモリ

本体　
W360×H520×D620

測定電源
W350×H520×D450

出力データー事例
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高速演算チップ搭載　分解能0.00008㎜の送り精度で皮膜を破
る事無く静荷重に近い形で測定しております

一部日置資料参考

直流抵抗計 交流抵抗計

測定信号

検出電圧

利　点 高精度な測定が可能
起電力の影響を受けない
リアクタンスの測定が可能

欠　点 ワーク起電力の影響を受ける
ことがある

精度を上げづらい

巻線の直流抵抗

接点等の接触抵抗・絶縁抵抗 インダクタ・キャパシタ

電気化学測定

測定範囲

用　途
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　直流抵抗計と交流抵抗計の比較

外観寸法　　　　　：　本体　　　W360×H520×D620
　　　　　　　　　　　測定電源　W350×H520×D450
重　　量　　　　　：　本体 19.4Kg　　測定電源 19Kg 
測定方式　　　　　：　直流式　4端子法
消費電力　　　　　：　100VAC　Max200W
USBタイプ　　　  ：　測定電源測　TypeA　　
パソコン　　  　　 ：　オプション　Windows11（64bit）推奨 

仕　　様

接触抵抗値は、高い信頼度が要求され、車載部品はもとよりあらゆる製品で
品質安定に対する対応を迫られています
不良が次工程に波及する前に評価を行う事が必須と考えます
ご使用中の接触抵抗測定器が交流方式であれば物によっては微細な測定を行う事は出来ません
是非とも本設備　接触抵抗測定器MCR2をお試し下さい
ご期待に対し予想を超えるお手伝いが出来ると思います



解析データ　各種グラフ出力事例

事例1　製品評価 事例2　製品評価

SN比評価
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　事例3　抵抗値推移

0

50

100

150

0 10 20

事例4　SN比（ｄｂ）
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事例4　抵抗値推移

良品
（不安定）

事例5　SN比
(8.2mΩ)

測定位置 事例材料
5a

事例材料
5ｂ

① -15.4 6.3

② -13.0 4.0

③ -23.7 2.6

④ -14.7 5.7

⑤ -3.6 4.1

不良品 事例6　SN比
(63.8mΩ)

測定位置 事例材料
6a

事例材料
6ｂ

① -37.8 5.2

② -24.4 6.5

③ -8.6 2.9

④ -15.5 3.9

⑤ -16.4 5.3

『機能のばらつき』は偶然起きているものではなく、外乱(環境変動・使用条件)、内乱(磨耗・劣化)、
品物間(部品間差・ロット間差)等の『ノイズ』に影響する。
品質安定はSN比による指標作成・組み立てる作業前の評価が重要となる

標準偏差値・工程能力・判定

SN比 安定して生産出来る

不安材料有り

原因調査と改善が必要

製品評価


